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県内 23 商工会をつなぐ“地域のちから”リレー

今月の表紙 韮崎市商工会　（次回号は身延町商工会です）

Yamanash i
　F E D E R AT I O N  O F  CO M M E RC E

& I N D U ST RY

　創業支援や空き店舗活用など、地域課題の解決に取り組んできた韮崎市商工会の
支援事例が、令和７年度経営支援事例発表全国大会において優秀賞を受賞しました。
舞台は京都。全国から集まった優れた事例の中で、韮崎駅前商店街の再生に向けた
取り組みが高く評価されました。
　一人の経営指導員の一件の伴走支援から始まった小さな挑戦は、やがて商工会、
韮崎市、地元企業が連携する地域ぐるみの取り組みへと発展。空き店舗ツアーなど
新しい仕組みが生まれ、まちに新たな人の流れを生み出しています。
　地域の未来を切り拓く韮崎の挑戦を紹介します。（詳しくは４ページ）

祝祝　　経営支援事例発表経営支援事例発表
　　　　　　　　　　全国大会全国大会 優秀賞受賞優秀賞受賞

“点”“点”の伴走支援がまちを動かすの伴走支援がまちを動かす

　　　　商店街再生の商店街再生の新しいモデル新しいモデル
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・
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開
催

　

１
月
８
日
、昭
和
町
の
ア
ピ
オ
に
お
い
て
当
会

並
び
に
県
内
商
工
会
主
催
の
商
工
会
法
施
行
65
周

年
記
念
表
彰
式
典
・
令
和
８
年
新
年
互
礼
会
を
開

催
し
、来
賓
38
名
を
含
む
商
工
会
関
係
者
約
200
名

が
参
加
し
ま
し
た
。主
催
者
を
代
表
し
て
岩
下
和

彦
県
連
会
長
は
、年
頭
に
あ
た
り
、山
梨
の
地
域

経
済
に
触
れ
、観
光
や
交
流
を
通
じ
た
人
の
流
れ

が
回
復
し
、地
元
の
資
源
や
特
色
を
活
か
し
た
取

組
み
が
各
地
で
広
が
り
、前
向
き
な
動
き
が
見
ら

れ
て
い
る
旨
、挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
式
典
で
は
、商
工
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ

た
功
労
者
で
あ
る
団
体
、個
人
に
対
し
、第
65
回

商
工
会
全
国
大
会
に
お
け
る
中
小
企
業
長
官
、全

国
連
会
長
か
ら
の
表
彰
並
び
に
関
東
経
済
産
業
局

長
、山
梨
県
知
事
、県
連
会
長
か
ら
の
表
彰
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
互
礼
会
で
は
、長
崎
知
事
、国
会
議
員
を

は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
、商
工
会
の
役
職
員

及
び
関
係
団
体
代
表
者
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

令和８年３月31日発行第３４０号
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商工会やまなし

Ⅰ．商工会の実施する事業に対する支援策
〇情報発信力の強化
〇各種施策を活用した企業力向上支援の推進
〇持続化補助金・イノベーション補助金の活用推進
〇ＤＸ・デジタル化の支援体制強化
〇県連主催の商談会等による販路開拓支援
〇事業承継・引継支援センターとの連携による事業承継支援
〇創業及び新分野進出の支援
〇金融支援の強化
〇事業環境変化対応型事業、制度改正等課題解決環境整備事業及び
　生産性向上等支援専門家派遣事業の適切な運営
〇経営発達支援計画等の更新支援、伴走型補助金の活用推進
〇豊かさ共創スリーアップ実践企業認証制度の普及・認証取得の推進
〇賃上げ環境整備に向けた県の生産性向上支援の普及推進
〇広域連携支援コーディネーターによる商工会支援の推進
〇青年部・女性部・壮青年部の活動支援

Ⅱ．商工会の組織・体制整備、機能の充実・強化に対する支援
〇商工会業務の効率化の推進
〇組織率の向上
〇役員参加意識の向上への取組み
〇スーパーバイザー制度によるＯＪＴの継続
〇計画的な職員の人材育成
〇リスクマネジメント・経営支援としての共済・保険制度の推進

Ⅲ．商工会・県連の基盤強化に向けた取組み
〇商工会財政の健全化
〇広域連携による商工会運営の効率化
〇人事評価制度の構築と運用準備
〇職場環境整備に向けた取組み
〇事業の選択と集中に向けた取組み
〇支援体制の維持・強化（第２期中期計画）

　

３
月
27
日
、商
工
会
連
合
会
の
臨
時
総
会
を
開

催
し
、令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
、

計
７
議
案
を
承
認
決
定
し
ま
し
た
。

　

岩
下
会
長
は
挨
拶
で
、「
商
工
会
に
は
、従
来
に

も
増
し
て
、事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
、よ
り
実
践

的
な
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。商
工
会
が
抱
え

る
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の
解
消
や
、支
援
ノ
ウ
ハ
ウ

の
共
有
、広
域
的
な
連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

経
営
改
善
や
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
Ｄ
Ｘ
支
援

を
継
続
し
、変
化
の
激
し
い
時
代
に
お
い
て
も
、

会
員
事
業
所
が
持
続
的
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。」と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、来
賓
の
小
林
洋
一
県
産
業
政
策
部
理

【令和８年度　重点項目】

令
和
令
和
88
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

～
価
格
転
嫁
支
援
の
強
化
と
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
～

～
価
格
転
嫁
支
援
の
強
化
と
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
～

事
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、商
工
会
へ
の
感
謝
と

期
待
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、事
業
者
の
収
益
力
向
上
と
持

続
的
経
営
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、価
格
転
嫁
支
援
の
強
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
・
Ｄ

Ｘ
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
広
域
連
携
支
援

臨時総会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
経
営
指
導
員
が
連
携
し
、

多
様
化
・
高
度
化
す
る
経
営
課
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
、商
工
会
組
織
全
体
の
支
援
力
向
上
を
図
っ

て
い
く
こ
と
な
ど
が
重
点
項
目
と
し
て
掲
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
は
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
深

化
・
定
着
さ
せ
る
と
と
も
に
、次
の
時
代
を
見
据

え
た
支
援
力
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
く
旨
、決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

新年互礼会にご臨席いただいた皆様

臨時総会の様子

岩下県連会長

小林県産業政策部理事
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栄
え
の
受
賞
者
の
皆
様

　

栄
え
の
受
賞
者
の
皆
様

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

((
敬
省
略
・
順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
商
工
会
名

敬
省
略
・
順
不
同
・
カ
ッ
コ
内
は
商
工
会
名))

【
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰
】

▽
役
員
功
労
者　

浅
川
力
三(

北
杜
市)

▽
優
良

青
年
部　

上
野
原
市
商
工
会
、身
延
町
商
工
会
▽

優
良
女
性
部　

北
杜
市
商
工
会
、南
部
町
商
工
会

【
山
梨
県
知
事
表
彰
】

▽
役
員
功
労
者　

渡
辺
博
仁
、山
下
剛
、土
屋
真
、

中
村
岳
仁
、齊
間
昭
仁
、手
塚
明
仁
、掛
本
次
郎
、

廣
瀬
一
哉
、小
田
切
宣
幸(

山
梨
市)

小
林
且
宣
、

藤
本
和
男
、
天
野
和
彦
、
金
森
正
浩(

大
月
市)

秋
山
勉
、細
田
芳
文
、山
寺
英
一
郎
、三
枝
美
紀
、

岩
下
高
明
、浅
川
貴(

韮
崎
市)

小
泉
徹
、㓛
刀

孝
次
郎
、宮
沢
俊
彦
、中
山
宏
樹
、櫻
井
彰
一
、安

藤
哲
治
、小
島
久
、髙
橋
利
喜
男
、浅
川
正
一(

北

杜
市)

㓛
刀
千
斗
夫
、齋
藤
一
三
、渡
邉
慎
助
、小

田
切
孝
訓
、小
林
晴
名
、石
原
正
夫
、松
本
栄
一
、

水
上
信
哉(

甲
斐
市)

佐
藤
智(

上
野
原
市)

有

泉
昭
仁
、中
沢
武
志
、小
沢
春
生
、泉
重
雄
、赤
池

正
樹
、小
笠
原
春
文
、河
西
通
友
、野
中
博
文
、村

松
利
彦
、深
沢
博
生
、田
中
久(

中
央
市)

望
月

二
郎
、早
川
正
治(

早
川
町)

山
本
晴
敏(

身
延

町)

佐
野
浩
道
、渡
辺
修
二
、佐
野
茂
文
、木
内
賴

明
、久
保
田
泰
、望
月
可
友
、望
月
英
人
、秋
山
武

彦(

南
部
町)

深
澤
正
照(

富
士
川
町)

島
田

信
義
、中
澤
正
志
、井
口
和
則
、河
田
優
、笹
本
哲

翁
、窪
田
正
樹
、小
澤
勝
己
、秋
山
充
也(

昭
和
町)

湯
川
和
則(

道
志
村)

▽
青
年
部
功
労
者　

三

木
雄
太(

大
月
市)

鈴
木
英
和(

韮
崎
市)

原
田

厚(

上
野
原
市)

廣
瀬
秀
仁(

甲
州
市)

小
笠

原
総
一(

中
央
市)

村
松
和
彦(

市
川
三
郷
町)

望
月
健
太
郎(

南
部
町)

高
橋
祐
樹(

富
士
川

町)

宮
下
正(

河
口
湖)

舩
木
穣(

小
菅
村)

▽
女
性
部
功
労
者　

有
田
ま
ゆ
み(

中
央
市)

一
ノ
瀬
恵
子(

市
川
三
郷
町)

鈴
木
保
子(

身

延
町)

遠
藤
洋
子(

南
部
町)

古
家
芳
美(

小

菅
村)

▽
優
良
職
員　

岩
村
仁
美(

都
留
市)

河

﨑
七
生
美(

南
ア
ル
プ
ス
市)

小
坂
加
代
子(

上

野
原
市)

【
山
梨
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰
】

▽
役
員
功
労
者　

小
林
富
美
子
、奥
井
博
一
、山

中
達
夫
、矢
崎
英
樹
、渡
辺
直
樹
、平
山
孝(

山
梨

市)

天
野
修
、油
井
弥
生
、白
鳥
光
広(

大
月
市)

山
田
七
穂
、飯
野
光
規
、志
村
仁
、功
刀
正
弘
、戸

澤
美
和
、中
村
由
希
子
、小
泉
茂
、磯
部
昌
三(

韮

崎
市)

秋
山
博
、小
林
一
臣
、小
石
川
實
、塩
澤
甲

治
、
櫻
本
哲
也(
南
ア
ル
プ
ス
市)

小
池
英
幸
、

原
護
、内
田
正
純
、横
森
勝
、鈴
木
洋
明
、跡
部
恵

美
、清
水
明
、新
井
修
、三
井
龍
史(

北
杜
市)

秋

山
武
夫
、中
込
幹
也
、棚
橋
純
一
、仲
田
勝
弘
、猪

股
尚
幸
、山
野
洋
人(

甲
斐
市)
金
子
郁
、田
村

学
、富
田
光
男
、堀
内
祐
雄
、八
木
秀
文
、萩
原
裕
、

尾
形
直
、
大
舘
健
児(

上
野
原
市)

古
屋
一
彦
、

有
賀
雄
二
、廣
瀬
剛(

甲
州
市)

河
野
裕
治
、石

原
実
、深
沢
靖
幸
、河
野
徳
男
、福
田
豊
秋(

中
央

市)

土
橋
豪(

市
川
三
郷
町)

川
野
健
治
郎
、涌

井
成
仁
、保
坂
修
平(

早
川
町)

望
月
佳
親
、春

澤
政
志
、佐
野
良
和(

身
延
町)

望
月
和
彦
、高

橋
茂
広
、一
瀬
辰
治(

南
部
町)

永
井
三
善
、髙

橋
謙
二
、神
山
智
、秋
山
正
臣
、井
上
悟
、保
坂
直

樹
、中
込
真
知
子
、深
澤
公
雄
、川
口
幸
人
、雨
宮

和
久
、大
木
和
仁
、名
執
雅
之(

富
士
川
町)

鷹

野
一
雄
、志
村
仁
、片
山
卓
見
、北
條
勇
二
、塩
澤

政
博
、
坂
本
久
、
望
月
保
、
依
田
茂
巳
、
田
中
泉
、

石
原
政
信
、
依
田
秀
秋
、
市
川
千
壽
、
薬
袋
隆
司

(

昭
和
町)

佐
藤
友
文
、佐
藤
和
彦
、池
谷
叔
晴
、

佐
藤
一
彦
、
藤
原
か
ず
代
、
新
津
隆
平
、
佐
藤
智

秀
、池
谷
高
明(

道
志
村)

小
俣
良
、川
村
豊
、渡

邉
敏
和(

西
桂
町)

柘
植
雅
彦
、椙
浦
淳
、天
野

綱
人
、長
田
一
彦
、渡
辺
勝
敏
、大
森
長
太
、鷹
野

長
雄
、高
村
昌
久
、羽
田
浩
、天
野
大(

南
都
留
中

部)

九
川
修
、中
村
茂
、松
永
雄
三
、梶
原
和
之
、

渡
辺
正
彦
、駒
谷
栄
、山
田
喜
智
、外
川
洋
一(

河

口
湖)

森
弘
行
、古
菅
芳
人(

小
菅
村)

▽
青
年

部
功
労
者　

庄
司
秀
一(

都
留
市)

清
水
力
徳

(

韮
崎
市)

依
田
隆
雅(

南
ア
ル
プ
ス
市)

岩
下

博
樹(

北
杜
市)

小
林
秀
徳
、小
林
篤
史(

笛
吹

市)

橘
田
昭
仁(

甲
州
市)

有
泉
雅
幸(

中
央
市)

深
澤
幹
也(

市
川
三
郷
町)

望
月
大(

南
部
町)

長
瀧
雄
大(

昭
和
町)

山
口
大
介(

道
志
村)

滝
口
雄
介(

西
桂
町)

高
村
直
喜
、羽
田
哲
仁(

南

都
留
中
部)

▽
女
性
部
功
労
者　

田
中
君
江(

都

留
市)

山
田
喜
代
美(

韮
崎
市)

原
田
晴
美(

西

桂
町)

▽
優
良
職
員　

渡
邊
香(

都
留
市)

内
藤

瑠
美(

韮
崎
市)

和
田
圭
子(

南
ア
ル
プ
ス
市)

酒
井
一
男
、髙
野
美
有(

北
杜
市)

武
田
円(

南

部
町)

笠
原
志
保(

昭
和
町)

渡
邊
絵
里
香
、平

山
恵
美(

南
都
留
中
部)

髙
荷
枝
美
子
、秋
山
奈

緒(

県
商
工
会
連
合
会)

◇
組
織
強
化
優
良
商
工
会

▽
新
規
会
員
獲
得
数
上
位　

北
杜
市
商
工
会
、南

ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
、笛
吹
市
商
工
会
▽
新
規
会

員
獲
得
率
上
位　

南
都
留
中
部
商
工
会
、北
杜
市

商
工
会
、韮
崎
市
商
工
会
▽
自
己
財
源
比
率
上
位

南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
、河
口
湖
商
工
会
、甲
斐

市
商
工
会

◇
共
済
制
度
優
良
商
工
会

▽
商
工
貯
蓄
共
済
優
良
商
工
会　

早
川
町
商
工
会

▽
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
優
良
商
工
会　

早

川
町
商
工
会
、南
ア
ル
プ
ス
市
商
工
会
、南
部
町

商
工
会
▽
特
定
退
職
金
共
済
優
良
商
工
会　

早
川

町
商
工
会
、道
志
村
商
工
会
、市
川
三
郷
町
商
工

会
▽
か
い
じ
共
済
優
良
商
工
会　

大
月
市
商
工

会
、南
部
町
商
工
会
、北
杜
市
商
工
会
▽
自
動
車

共
済
優
良
商
工
会　

丹
波
山
村
商
工
会
、早
川
町

商
工
会
、西
桂
町
商
工
会
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商工会やまなし

関東経済産業局長表彰を受賞した北杜市商工会浅川力三理事（左）、同商工会女性部（跡部恵美女性部長）



　

韮
崎
駅
前
商
店
街
で
進
む
再
生
の
取
り
組
み

が
、令
和
７
年
度
経
営
支
援
事
例
発
表
全
国
大
会

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

空
き
店
舗
が
増
え
る
中
、一
つ
の
創
業
支
援
か

ら
始
ま
っ
た
挑
戦
は
、や
が
て
商
店
街
全
体
を
動

か
す
新
し
い
流
れ
へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

本
紙
編
集
部
で
は
現
地
を
訪
れ
、韮
崎
市
商
工

会
の
支
援
の
歩
み
と
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
を

取
材
し
ま
し
た
。

に 

に
ぎ
わ
い
の
記
憶
を
残
す
駅
前
商
店
街

　

韮
崎
駅
前
商
店
街
は
、か
つ
て
甲
州
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
峡
北
地
域
の
中
心
地
で
、昭

和
30
年
代
に
は
数
々
の
商
店
が
軒
を
連
ね
、多
く

の
人
で
賑

わ
う
商
業

の
拠
点
と

し
て
親
し

ま
れ
て
き

ま
し
た
。

　

時
代
の

流
れ
と
と

も
に
郊
外

大
型
店
の

進
出
や
人

口
減
少
等

に
よ
り
、

地
域
の
商

業
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、空
き
店
舗
の
増
加
な
ど
も
顕
在

化
し
ま
し
た
が
、地
域
に
は「
も
う
一
度
こ
の
街

を
元
気
に
し
た
い
」と
い
う
想
い
が
受
け
継
が
れ

て
お
り
、商
工
会
に
お
い
て
も
、商
店
主
や
地
域

住
民
、行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、商
店
街
が
持
つ

魅
力
や
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
可
能
性
を
探
り

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
建

物
で
あ
る「
ア
メ
リ
カ
ヤ
」※
ビ
ル
が
、閉
店
か
ら

十
五
年
の
時
を
経
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、商
店
街
に
徐
々
に
新
し
い
風

が
吹
き
始
め
ま
す
。

ら 

来
訪
者
を
呼
び
込
ん
だ
創
業
支
援

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
パ
フ
ェ
専
門
店

「P
arfait tokid

oki
（
パ
フ
ェ 

ト
キ
ド
キ
）」

※
の
創
業
支
援
で
し
た
。東
京
都
か
ら
移
住
し
て

き
た
店
主
に
と
っ
て
、地
方
で
の
創
業
は
大
き
な

挑
戦
で
し
た
。担
当
し
た
仲
澤
指
導
員
は
、空
き

店
舗
の
活
用
を
提
案
し
、店
舗
探
し
の
ほ
か
、所

有
者
と
の
橋
渡
し
、
３
ヵ
年
の
収
支
計
画
や
経
営

計
画
の
策
定
、地
域
特
産
品
を
活
か
し
た
商
品
づ

く
り
、メ
デ
ィ
ア
へ
の
情
報
発
信
な
ど
を
伴
走
型

で
支
援
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、空
き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
店
舗
は
話
題
を
呼
び
、商
店
街
に
新
し
い
人
の

流
れ
が
生
ま
れ
ま
す
。こ
の
成
功
は
、空
き
店
舗

を「
地
域
資
源
」と
し
て
活
用
す
る
可
能
性
を
地

域
に
示
す
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

さ 

再
生
の
き
っ
か
け　

空
き
店
舗
ツ
ア
ー

　

こ
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
の
が「
韮
崎
駅
前

商
店
街 

空
き
店
舗
ツ
ア
ー
」
で
す
。
コ
ロ
ナ
前

に
ア
メ
リ
カ
ヤ
な
ど
が
行
っ
た「
韮
崎
体
験
バ

ス
ツ
ア
ー
」を
参
考
に
、空
き
店
舗
や
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
物
件
を
巡
り
な
が
ら
、創
業
希
望
者
に
街

の
魅
力
と
可
能
性
を
伝
え
る
取
り
組
み
と
し
て

２
０
２
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。第
１
回
は

41
名
が
参
加
し
２
件
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、翌
年
は
39

名
の
参
加
か
ら
５
件
の
新
規
出
店
が
生
ま
れ
る
な

ど
、駅
前
商
店
街
に
は
新
し
い
店
舗
が
次
々
と
誕

生
し
て
い
ま
す
。行
政
、商
工
会
、民
間
企
業
が
連

携
し
て
進
め
る
こ
の
取
り
組
み
は
、単
な
る
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く「
挑
戦
者
を
生
む
仕
組
み
」と
し

て
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

き 

起
点
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
会
社
ニ
ラ
サ
キ
ヤ

　

こ
う
し
た
動
き
を
持
続
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ
と

つ
な
げ
る
た
め
、
２
０
２
４
年
に
は
ま
ち
づ
く
り

会
社「
合
同
会
社
ニ
ラ
サ
キ
ヤ
」※
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。ガ
イ
ド
ホ
テ
ル
の
経
営
や
不
動
産
事
業
、

ま
ち
づ
く
り
事
業
を
通
じ
て
、空
き
店
舗
ツ
ア
ー

な
ど
で
生
ま
れ
た
好
循
環
を
地
域
の
力
で
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。「
韮
崎
の
未

来
を
、描
き
、つ
く
る
」を
テ
ー
マ
に
、事
業
者
を

巻
き
込
む
土
壌
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

商
工
会
の
一
つ
の
支
援
か
ら
始
ま
っ
た
小
さ
な

流
れ
は
、様
々
な
人
々
の
想
い
を
つ
な
ぎ
、時
代

の
潮
流
と
な
っ
て
韮
崎
の
ま
ち
の
未
来
を
動
か
し

始
め
て
い
ま
す
。

し 

視
察
が
相
次
ぐ
全
国
注
目
の「
韮
崎
モ
デ
ル
」

　

空
き
店
舗
を
地
域
資
源
と
し
て
前
向
き
に
と
ら

え
た
こ
の
取
り
組
み
は
、商
店
街
活
性
化
の
新
た

な
モ
デ
ル
と
し
て
県
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。映
画
の
ロ
ケ
地
と
し
て
活
用
さ
れ
た
ほ
か
、

各
地
の
商
工
会
や
支
援
機
関
か
ら
の
視
察
も
相
次

い
で
い
ま
す
。空
き
店
舗
を
地
域
資
源
と
し
て
活

か
す
取
り
組
み
は
、他
地
域
へ
も
広
が
り
始
め
て

い
ま
す
。詳
細
情
報
は
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ｓ
※（「
韮
崎
」

で
検
索
）

お
わ
り
に

　

一
つ
の
創
業
支
援
か
ら
始
ま
り
、空
き
店
舗
を

地
域
資
源
と
し
て
活
か
す
新
た
な
仕
組
み
へ
と
発

展
さ
せ
て
き
た
の
は
、多
く
の
関
係
者
全
員
の
熱

意
が
原
動
力
。全
国
各
地
で
空
き
家
や
空
き
店
舗

の
増
加
が
課
題
と
な
る
中
、か
つ
て
の
賑
わ
い
あ

る
商
店
街
や
ま
ち
な
み
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
地

域
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
記
事
で
紹
介
し
た
韮
崎
市
の
取
り
組
み
が
、

そ
う
し
た
課
題
に
向
き
合
う
地
域
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
ヒ
ン
ト
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

※アメリカヤ ( いろはクラフト )
　韮崎の名物ビルをリノベーション

※ Parfait tokidoki( パフェ トキドキ )
　地域特産品を活かした韮崎のパフェ屋さん

※合同会社ニラサキヤ
　目指すのは「まちづくりの専門家」

※ＴＵＲＮＳ
　地方移住や地方活性化をテーマにした
　広報プラットホーム

令和８年３月31日発行第３４０号

4

商工会やまなし

経
営
支
援
事
例
発
表
全
国
大
会
優
秀
賞
受
賞

経
営
支
援
事
例
発
表
全
国
大
会
優
秀
賞
受
賞

　
　

人
の
想
い
が
つ
な
が
り
、
ま
ち
が
動
き
出
し
た

　
　

人
の
想
い
が
つ
な
が
り
、
ま
ち
が
動
き
出
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

韮
崎
駅
前
商
店
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　

韮
崎
駅
前
商
店
街  

再
生
の
ス
ト
ー
リ
ー

再
生
の
ス
ト
ー
リ
ー

特　集

創業前に描いた事業計画を実現した松野夫妻

記事に登場の事業者・団体（記載順）



伴
走
支
援
の
力
が

伴
走
支
援
の
力
が

　
　
　

地
域
を
動
か
す

　
　
　

地
域
を
動
か
す

  

―
経
営
支
援
事
例

―
経
営
支
援
事
例

　
　
　

発
表
会
開
催
報
告
―

　
　
　

発
表
会
開
催
報
告
―

　

経
営
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ

　

経
営
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ

　
　
　
　
　
　

先
進
事
例
で
学
ぶ
会

　
　
　
　
　
　

先
進
事
例
で
学
ぶ
会

　

１
月
20
日
、笛
吹
市
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て「
商
工
会
経
営
支
援
事
例
発
表
大

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
経
済
の
持
続
的
発
展
に
は
、小
規
模

事
業
者
一
社
一
社
の
活
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
本
大
会
は
、
商

工
会
が
実
践
し
て
き
た
伴
走
型
支
援
や
地
域

振
興
活
動
の
な
か
か
ら
優
れ
た
事
例
を
共
有

し
、支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
の
深
化
と
職
員
の
資
質

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
。当

日
は
、商
工
会
職
員
、行
政
、関
係
機
関
、各

支
援
団
体
等
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、各
発
表
に
熱
心
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

特
に
事
業
の
整
理
と
方
向
性
の
明
確
化
等

を
指
導
、着
実
な
自
走
化
に
向
け
伴
走
支
援

を
推
進
し
た
笛
吹
市
商
工
会
の
安
藤
俊
彦
経

営
指
導
員
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

来
年
度
、東
京
都
立
川
市
で
開
催
さ
れ
る
商

工
会
経
営
支
援
事
例
発
表
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
に
本
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

山梨県信用保証協会

ホームページの問い合わせメールフォームからもご相談いただけますので、ご利用ください。

フリーダイヤル 0120-970-260

中小企業・小規模事業者の皆さま　　　　　企業の挑戦をサポートします！

山梨を支える企業とともに

「協調支援型特別保証制度」のご案内
金融機関の独自融資と保証協会付融資を組合わせ支援する保証制度です。長期の借入（最長10年）が可能となり、保証料補助
も受けることができます。詳しくは取扱金融機関や当協会へご相談ください。

（本　　　店）　〒400-0035　甲府市飯田2-2-1
（富士吉田支店）　〒403-0004　富士吉田市下吉田2-31-14

「
創
業
者
が
紡
ぐ
ま
ち
の
物
語 

～ 

商
工

会
に
よ
る
伴
走
支
援
の
軌
跡 

～
」

　
　
　
　
　
　
　
　

北
杜
市
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
営
指
導
員　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
村　

拓
哉

　

市
と
連
携
し
た
伴
走
型
支
援
で
、創
業
者

の
夢
を
地
域
活
性
化
の
原
動
力
に
変
え
て
い

る
成
果
を
発
表
。移
住
者
等
の
課
題
に
寄
り

添
い
、
創
業
サ
ー
ク
ル
や
事
業
計
画
策
定
、

補
助
金
活
用
を
支
援
し
、過
去
３
年
間
で
80

件
を
超
え
る
新
規
創
業
を
創
出
。
空
き
店

舗
活
用
や
移
住
者
の
定
着
が
進
み
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担
い
手
不
足
解
消
や
観
光
振

興
に
繋
が
る
な
ど
、地
域
経
済
の
底
上
げ
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
し
た
。

「
信
頼
で
つ
な
ぐ
事
業
承
継
支
援
」

　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
三
郷
町
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
営
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井　

健
史

　

Ｍ
＆
Ａ
に
よ
る
第
３
者
承
継
を
伴
走
型
支

援
で
実
現
。後
継
者
不
在
の
課
題
に
対
し
、商

工
会
は
専
門
家
や
外
部
機
関
と
連
携
し
て
経

営
計
画
策
定
や
補
助
金
活
用
、株
式
譲
渡
契

約
を
主
導
。長
年
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た

取
引
先
と
従
業
員
を
守
り
た
い
と
い
う
代
表

者
の「
想
い
」を
大
切
に
、事
業
継
続
の
可
能

性
を
広
げ
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

「
新
工
法「
エ
ア
ー
鉋
」に
よ
る
木
造
建

築
再
生
と
事
業
展
開
」

　　
　
　
　
　
　
　
　

笛
吹
市
商
工
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
営
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤　

俊
彦

　

塗
装
業
者
の
新
工
法
導
入
に
よ
る
事
業
革

新
を
総
合
的
に
支
援
。補
助
金
不
採
択
と
い

う
困
難
に
対
し
、商
工
会
は
経
営
革
新
計
画

の
策
定
を
主
導
。補
助
金
に
頼
ら
な
い
柔
軟

な
資
金
戦
略
で
融
資
獲
得
と
設
備
導
入
を
実

現
。専
門
家
派
遣
に
よ
る
S
N
S
販
路
開
拓

も
行
い
、
計
画
立
案
か
ら
実
行
ま
で
、
企
業

の
挑
戦
を
伴
走
型
支
援
で
強
力
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

事
例
発
表
3

事
例
発
表
1

事
例
発
表
2
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写真左から志村指導員、安藤指導員（最優秀賞）、櫻井指導員



　

商
工
会
員
の
成
長
や
生
産
性
向
上
を

後
押
し
す
る
事
業
者
向
け
補
助
金
が
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
国
の
代

表
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

①
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
生

産
性
向
上
促
進
補
助
金

　

革
新
的
な
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
開

発
や
海
外
展
開
に
必
要
な
設
備
投
資
を

支
援
す
る
制
度

②
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　

販
路
開
拓
や
業
務
効
率
化
な
ど
、
持

続
的
経
営
に
向
け
た
取
組
を
後
押
し
す

る
制
度

③
省
力
化
投
資
補
助
金

　

人
手
不
足
対
策
と
し
て
効
果
の
高
い

設
備
・
シ
ス
テ
ム
導
入
を
支
援
す
る
制
度
。

④
デ
ジ
タ
ル
化
・
AI
導
入
補
助
金
　

　

IT
ツ
ー
ル
導
入
や
DX
推
進
に
よ
る
業

務
効
率
化
を
支
援
し
ま
す
制
度
ご
と
に

補
助
率
や
上
限
額
、
公
募
時
期
が
異
な

り
ま
す
の
で
詳
細
情
報
は
中
企
庁
HP
等

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

各種補助金
の公募情報

（中小企業庁）

生
産
性
向
上
を
後
押
し
す
る

生
産
性
向
上
を
後
押
し
す
る

各
種
補
助
金
の
ご
案
内

各
種
補
助
金
の
ご
案
内
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令
和
８
年
度
の
健
康
保
険
料
率
及
び
介
護

保
険
料
率
等
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）

山
梨
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

令
和
8
年
度
の
山
梨
支
部
の
健
康
保
険
料
率

は
、
昨
年
度
よ
り
０
．
３
４
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、

９
．
５
５
％
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
平
均
保
険
料
率 
（
９
．
９
０
％
）
よ
り
低

い
水
準
で
す
。

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
、
加
入
者
及
び
事
業
主
の
皆

様
の
取
組
み
に
応
じ
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
報
奨

金
）
を
付
与
し
、
2
年
後
の
健
康
保
険
料
率
に
反

映
さ
せ
る
「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

山
梨
支
部
で
は
、
令
和
6
年
度
の
実
績
が
、

47
支
部
中
、
10
位
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
が
付
与
さ
れ
、
健
康
保
険
料
率
の
引
き

下
げ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

山
梨
支
部
で
は
、
今
後
も
加
入
者
の
皆
様
の
健

康
増
進
を
図
る
た
め
、
様
々
な
取
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

令和 8 年 2 月分（３月納付分）まで

1.59 ％

令和 8 年 3 月分（４月納付分）から

1.62 ％

令和 8 年 2 月分（３月納付分）まで

9.89 ％

令和 8 年 3 月分（４月納付分）から

9.55 ％

0.23 ％

介 護 保 険 料 率
<全国一律>

子ども・子育て支援金率
【令和８年４月分（５月納付分）から】

健 康 保 険 料 率
<山梨支部（都道府県単位別）> 

※健康保険料、介護保険料、子ども・子育て支援金は労使折半

【
お
問
い
合
せ
先
】

全
国
健
康
保
険
協
会

山
梨
支
部

☎
０
５
５-

２
２
０-

７
７
５
０

保険料率
について

シルバー人材センターを活用してみませんか？
派遣でのお仕事も
ご相談ください

職場の
人手が
ちょっと
足りない

短時間
OK

高齢者活躍人材確保育成事業

公益社団法人山梨県シルバー人材センター連合会 甲府市蓬沢1丁目15番35号 山梨県自治会館１階
TEL（055）228-8383　FAX（055）228-8389
URL https: //www.y-sjc.jp/

・製造業の補助等・飲食店の調理補助
・販売やイベントのお手伝い・介護補助
・事務所内の受付、事務、清掃、軽作業
　　　　　　　　　　　　　　　　ほかお引き受けいたします。

★商工会員の皆さま★

シルバー人材センターを活用してみませんか？



　

原
材
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
が
続

く
中
、「
値
上
げ
し
た
い
が
言
い
出
せ
な
い
」

「
取
引
先
に
ど
う
説
明
す
れ
ば
よ
い
か
分
か

ら
な
い
」
と
悩
む
小
規
模
事
業
者
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
、
価
格
転
嫁
が
進
ま
ず
、

忙
し
い
の
に
利
益
が
残
ら
な
い
と
い
う
声
も

多
く
聞
か
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
事
業
継
続
へ

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

課
題
は
業
種
を
問
わ
ず
広
が
っ
て
お
り
、
今

ま
さ
に
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
特
集
は
、
事
業
環
境
変
化
に
対
応
す
る

支
援
の
一
環
と
し
て
、
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ

に
つ
い
て
専
門
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

く
企
画
で
す
。
第
３
回
は
「
価
格
転
嫁
」
を

テ
ー
マ
に
、
顧
客
や
取
引
先
に
納
得
し
て
も

ら
う
た
め
の
進
め
方
や
伝
え
方
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、
中
小
企
業
診
断
士
の
斉
藤
竜
先

生
に
伺
い
ま
し
た
。
値
上
げ

幅
の
考
え
方
や
工
夫
な
ど
、

実
務
に
役
立
つ
内
容
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は

W
E
B
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

合同会社
斉藤コンサルタント事務所

斉藤竜先生

プ
ロ
直
伝
！

プ
ロ
直
伝
！

環
境
変
化
に
勝
つ
ヒ
ン
ト

環
境
変
化
に
勝
つ
ヒ
ン
ト
！！

「
専
門
家
に
訊
く
」

「
専
門
家
に
訊
く
」

小
規
模
事
業
者
の
た
め
の

小
規
模
事
業
者
の
た
め
の

価
格
転
嫁
の
ポ
イ
ン
ト

価
格
転
嫁
の
ポ
イ
ン
ト

●個人企業経済調査は、統計法に基づく報告義務のある統計調査（基幹統計調査）です。
●調査対象となった方には、国が委託した民間事業者から調査票などを、５月下旬より順次郵送いたします。
●調査票を受け取りましたら、インターネット又は郵送により、ご回答をお願いいたします。
●インターネット回答では、「e-Tax」で申告した「青色申告決算書」等のデータを利用して回答することができます。
　e-Tax で確定申告を行った事業主の方は、ぜひご利用ください。
●個人企業経済調査により集められた回答内容は、
　厳重に保護されますので、安心してご回答ください。

個人企業経済調査の
詳しい内容はこちら 個人企業経済調査
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個人企業経済調査個人企業経済調査ののお知らせお知らせ 国の重要な統計調査です

インターネットからご回答ください。
\ 簡単! 便利!/

https://www.stat.go.jp

ぜひ!
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〒 401-0302
山梨県南都留郡富士河口湖町小立 8017-1
フォレストモール富士河口湖 内
TEL：070-4027-2118
定休日：月曜日
営業時間：モーニング　 7：30 ～ 10：30
　　　　　ラ　ン　チ　11：00 ～ 14：00
　　　　　カ　フ　ェ　14：00 ～ 16：00
　　　　　※水曜日は 13：00 まで

ククチチココミミ情情報報クチコミ情報
しあわせ調査員しあわせ調査員のの

No.137

　2025 年 4 月、フォレストモール富士河口湖にオープ
ンした「THREE TIMES CAFE」は、コインランドリー
併設という少し珍しいスタイルのカフェです。木の温も
りを感じるおしゃれな内装は、店主が細部にまでこだ
わっていて、訪れたお客さんからも居心地がいいと好
評です。インタビュー中も途切れることなくお客さんが
訪れ、その人気ぶりがうかがえました。 
　看板メニューは、やわらかく蒸し上げた「野菜と豚肉
ロースせいろ」と、一つひとつ丁寧に手包みした「手作
りしゅうまいせいろ」です。モーニングでは米粉を使っ
たベーグルやパンを提供し、ドレッシングを含め、料理
は手作りにこだわっています。中でも納豆を使った自家

製ドレッシングは、コクがありながらさっぱりとした後
味が人気です。さらに、新たに登場した台湾カステラ
風の米粉カステラは、ふんわりと軽やかな口当たりが魅
力の一品です。仕込みは店主がひとりで行い、「作った
ものがすべてなくなると、本当にうれしいです」と笑顔
で話します。
　「忙しい毎日の中のほんのひとときを豊かに彩り、そ
こから1日が輝き始め、幸せあふれる毎日になりますよ
うに…」そんな店主の想
いがたくさん詰まった、
手作りのカラダに優しい
食事を、ぜひ味わいに
行ってみては。

（調査員 K ＆ H）

も
の
・
こ
と
・
ま
ち
・
人
を
結
び
、地
域
の
未
来
を
育
て
る

　

地
域
振
興
事
業
が
注
目
を
集
め
て
い
る
韮
崎
市
商

工
会
で
は
、本
誌
4
ペ
ー
ジ
で
特
集
し
た
空
き
店
舗

対
策
事
業
の
他
に
も
、地
域
の
新
た
な
賑
わ
い
づ
く
り

に
向
け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
有
数
の
も
の
づ
く
り
の
街
で
あ
る
特
性
を
活

か
し
、市
内
製
造
業
の
工
場
見
学
や
現
場
体
験
を
行

う「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」、商
店
街
の
店
主
自

ら
が
講
師
と
な
っ
て
お
客
さ
ま
に
楽
し
く
学
び
の
場

を
提
供
す
る「
ま
ち
ゼ
ミ
」、韮
崎
大
村
美
術
館
所
蔵

作
品
の
複
製
画
を
商
店
街
に
展
示
す
る「
韮
崎
ま
ち

な
か
美
術
館
」な
ど
、行
政
や
会
員
事
業
所
等
と
連

携
し
な
が
ら
、事
業
者
と
地
域
住
民
を
結
び
つ
け
る

数
々
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
は
、子
ど
も
た
ち
が
地

域
の
産
業
と
触
れ
合
う
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
で
、

将
来
の「
も
の
づ
く
り
産
業
」を
担
う
人
材
育
成
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
目
的
と
し
て
お
り
、未
来
の

地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
近
年
は
、こ
れ
ら
の
事
業
を「
韮
崎
し
ご

と
博
覧
会
」と
し
て
一
体
化
し
、規
模
を
拡
大
し
子

ど
も
た
ち
が
参
加
し
や
す
い
夏
休
み
期
間
な
ど
に
開

催
し
て
い
ま
す
。令
和
７
年
度
は
１
３
７
０
名
が
市

内
外
か
ら
参
加
し
、個
々
の
事
業
を
点
か
ら
面
に
結

び
つ
け
る

こ
と
で
、

事
業
者
同

士
や
地
域
と
の
交
流
の
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
、ま
ち

な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り
と
地
域
商
工
業
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、韮
崎

市
商
工
会
の
中
期
計
画
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
ＪO

Ｉ

Ｎ
！
」で
す
。
個
社
の
経
営
力
向
上
や
地
域
の
発
展

（
Ｊ
o
b
）、会
員
同
士
の
交
流
と
連
携（
Ｏ
n
e 

ｔ

ｅ
ａ
ｍ
）、商
工
会
活
動
の
発
信（
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）、事
業
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
支
援
体
制

（
Ｎ
ｅ
ｅ
ｄ
ｓ
）。こ
の
４
つ
を
つ
な
ぐ
ス
パ
イ
ラ
ル

に
よ
り
、人
と
企
業
と
地
域
が
結
び
つ
き
、商
工
業

の
発
展
と
活
力
あ
る「
に
ら
さ
き
」の
創
出
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

地
域
と
と
も
に

歩
む
韮
崎
市
商

工
会
の
取
り
組

み
は
、こ
れ
か
ら

も
多
く
の
人
の

つ
な
が
り
を
生

み
な
が
ら
、ま
ち

の
活
力
づ
く
り

へ
と
広
が
っ
て

い
き
ま
す
。

韮
崎
市
商
工
会

人
が
つ
な
が
り
、

　
ま
ち
が
動
き
出
す

　
「
J
O
I
N
!
」を

　
　
　
　
　
合
言
葉
に

THREE TIMES CAFE
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はじめて触る工作機械で金属に穴を空けた「感動！」 事業所と市民の交流。人と人がつながり、地域に元気が広がっています


